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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通し
　　　　　　　　　　　　　　　　　てでなければ、だれひとり父のみもとに来ることはありません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                　　　     　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　                  　ヨハネ１４：６
「東日本大震災」によって被災された皆様へ心よりお見舞い申し上げ、神様よりの慰めと平安がありますように、そして復興のためにお祈りいたします。
レークサイド教会も災害救援のためにドネーションを募り、宣教団体を通して必要なところへ送る計画をしています。また、教会より宣教団体と協力して日本へ行き、救援の働きをしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共にうめく　   ローマ８：１８－３０
大激震！あまりにも予想を超えた大惨事で、適切なことばが見つからないのが現状です。日本中を激動し、世界を震撼させた壊滅的な大災害、しかも、大災害はまだつづいています。地震、津波、原発という三重の大試練の真っ只中にあって、暴動が起きても不思議ではないと思えるような状況でありながら、人々の秩序を保つ姿には胸が熱くなります。いろいろな困難と一部の人たちによる人災という不具合の問題をを抱えながらも、廃墟となった瓦礫の山を目前にしながらオールジャパン態勢の全力で復興へと励んでいることは、感激です。多大な危険を冒しながら自発的に原発の復旧作業に取り組んでおられる 「福島の英雄５０人」、そして、その人たちばかりではなく、同じように身の危険を冒しながら他の人々の救済にあたる人々の数々の美徳、助ける人々、助けられる人々の立派な態度は、世界の人々に感動を与えています。また、世界から多くの救援の手が差し伸べられており、そのあたたかい心に感涙を覚えます。
このような大惨事となる地震の原因を専門家が科学的分析をして報告することは、地震そのものを止める事はできなくても、防災対策及び心備えのためにとても大切です。気象庁ＨＰに、世界のプレートとその動きや深発地震帯 （地下３００ｋｍ以上の深さに震源をもつ地震帯）のことを示していますが、地震帯が南米と北米の西海岸からアラスカ、日本、東南アジア、東太平洋へと連鎖しています。この連鎖だけでなく、世界の他の箇所にもあるわけで、地震は地震帯のどこにでも起こりうるわけです。天災は地震や津波だけではなく、ハリケーン、台風、豪雨、竜巻、落雷などもあり、専門家の科学的分析は大切であるけど、それ以上想像によって個々の出来事を勝手に判断してはいけないことです。なぜなら人間は神の御心の多くを知らないからです。悲しい出来事は天災だけでなく、事故、病気、人間関係からくる苦しみ、その他様々な災いがあります。大切なことは痛みを共にし、悲しむ者と共にし、祈り、救援の手を差し伸べて神の愛を実践することです。イエス・キリストは人々の悲しい出来事をご覧になって泣かれ、必要な助けをされました。
聖書には地震のことが多く記されていますが、その中で三つの大きな意義のある地震のことをいっています。第一は、シナイ山でモーセを通して律法が与えられたとき（出エジプト１９：１６－１８）。第二は、カルバリーでイエス・キリストが贖いの死を遂げたとき（マタイ２７：５１）。第三はまだこれから起きることで、主イエス・キリストが再びおいでになって天と地を新しくして震われない国を造られるとき、全世界を震い、天をも震う巨大地震です（ヘブル１２：２６、２７）。
ローマ書の御言葉は、被造物が全く新しく造りかえられるまで、産みの苦しみを経験しながら、完全な世界を待ち望む希望を伝え、そして三つのうめきを伝えています。
１．自然のうめき

神が天と地を創造されたとき「それは非常に良かった。」（創世記１：３１）とあるように、神の目的にかなった自然界（被造物）でしたが、罪によって人間が神との関係の破れの中にあって、自然界は統一を失い本来の役割を十分に果すことができなくなりました。自然界は人間の生活に必要なものを提供し、美しい主の御手のわざ（詩篇１９：１）を見せてくれますが、猛威もふるい
ます。自然界も滅びの束縛から解放され、神の栄光が到来する日を待ち望みつつ、共にうめき共に産みの苦しみをしていることを御言葉は告げています。
２．人間のうめき
イエス・キリストを救い主として信じた者のうめきは絶望のうめきでなく、神の子であり、御国の相続人の身分を与えられている
が、まだ朽ちる体をもっており、栄光の体に贖われることをうめきながら待ち望んでいます。
３．御霊のうめき
御霊のうめきとは、ある極端に解釈する人たちは異言であるといいますが、そのように解釈しないほうがよいでしょう。神の子とされた者でも正しい方角をとらえられないことが多く、また言葉に言い表せないうめきも御霊のとりなしによって神に申し上げる助けを与えてくださいます。
神は御言葉を通し、聖霊の働きを通し、自然界の現象を通して私たちに語っていてくださいます。神の語りかけに聞き入り、

御心を伺いつつキリストの福音に生きていきましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜鈴木光夫＞　　　　　　　　　　　　　　
